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先端医学論はオムニバス形式で、各教授がそれぞれ注目されている先進医学のトピックス

などを紹介し、課題や将来への展望を学習・議論する事で、医療現場への応用・対応ができ

る資質を高める科目です。今回は私が担当した授業を紹介します。 

 私が紹介した論文は、High Density Lipoprotein(HDL)に関する論文で、HDL 機能とし

て重要なコレステロール引き抜き能力を簡便に測定する方法の論文です。このような論文

を材料に、新規性・有用性・問題点について討論する事で、臨床検査として医療現場への適

応させる事への応用や対応が可能となります。 

 

 


